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１．留意事項 

（１）提出のあったご意見は、直近の施設整備基本計画検討委員会の会議に提出し、参考資料として活用させ

ていただくほか、印西地区環境整備事業組合のホームページで公開させていただきますが、不当な圧力、

個人や特定の団体に対する誹謗中傷、財産・プライバシー・著作権の侵害及び営利目的等の記述が含まれ

る場合は、当該提出及び公開をしません。 

（２）匿名による意見提出が可能ですが、意見提出者（ご自身）の氏名等の公開を希望される場合は、提出年

月日及び下記欄の末尾に当該個人情報をご記入ください。 

（３）意見書は、この様式によるものの他、この様式に準じた任意様式でも結構です。 

（４）意見記入欄が不足する場合は、適宜、用紙を追加してください。 

 

２．意見 

 

平成  27年  7月  6日提出 

 

添付『防災拠点意見書』ご参照下さい。 

 
吉田区 顧問 

大谷 芳末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



吉田区 施設整備基本計画
（第二回 検討委）

防災拠点に求められる機能に関する考察・意見書

吉田区クリーンセンター検討委員会
平成27年7月4日



防災拠点機能
中越地震の例から得た教訓

• 2004年10月23日

17時56分

• 震度７

• マグニチュード：6.8

• 死者：68名

• 重軽傷者：4､805名

• 全壊3,174棟

• 半壊：13,810棟

• 避難者：10万人

（印西地域と同規模エリアの出来事）

信濃川右岸の崩壊で乗用車４台
が巻き込まれ、親子３名が取り
残された。東京消防庁ハイパー
レスキュー隊の懸命な救出作業
で92時間後奇跡的に子供１人が
救出された。



救援活動 教訓(1/2)
• 即時、陸上自衛隊第12旅団第
3部部隊を自主派遣、移動開始

• 23日21時15分、新潟県知事
からの派遣要請

• 翌24日早朝に塩谷地区におい
て、第2普通科連隊(高田)と第
12ヘリコプター隊(相馬原)が住
民救助開始。並行して山古志村
は、第30普通科連隊(新発田)
がヘリ隊と協同して、全村避難を
25日夕まで支援完了。

• ライフラインが寸断、発災翌日か
ら給食・給水、食糧の空輸等に
より住民に対する民生支援活動
を開始。

• 3日後27日から、全国から集めた
入浴支援部隊による避難者に対
する入浴支援を開始。

関越自動車道不通
新幹線脱線

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:200_K25_Toki_325_derailed_20041106.JPG
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:200_K25_Toki_325_derailed_20041106.JPG


救援活動 教訓(2/2)

行政幹部と自衛隊幹部の被害情報集
約、優先順位の指揮が最も重要

自治体を補う為、最大4万食の能力

を自衛隊が保持展開。厳しい避難環
境の中で少しでも喜んでもらえるよ
う、レトルトではなく、白米及び味
噌汁、栄養のバランスを考慮した生
野菜を含む献立を支援。



岩手県『遠野風の丘』のケース
大震災から得た教訓

• 平成10年、最初から防災拠点
機能を盛り込んだ地域振興目的
の『道の駅』

• 津波被害を後世に伝える伝承
コーナー。

• 備蓄機能。
遠野風の丘HPより抜粋



大震災時 『遠野風の丘』が
果たした役割

• 自衛隊集結基地。
• 援助物資集結基地。
• 全国からゾクゾク集まるボランティアの集結、活動拠点。
• ここから沿岸部各地区に派遣・配送され、拠点機能を果たす。

ボランティア出動前体操

ボランティア移送バス集結

http://ksvn.jp/wordpress/wp-content/uploads/2011/10/111014_072338.jpg
http://ksvn.jp/wordpress/wp-content/uploads/2011/10/111014_072338.jpg


国交省全国モデル（６箇所）HPより抜粋



理想的な防災拠点機能（激甚災害時）

• 電源喪失、給水喪失でも１週間操業し続ける。
• その為には、燃料のごみピット貯蔵能力、貯水能力
をクリア・常備出来ると良い。

• 発電能力は排熱全量発電のキャパを持つ。非常時は余力電力
を外部給電支援できると良い。例えば一番近い避難所（宗像
小、船尾コミセン）に給電。

• ただし、平常時は地域振興に回すことを優先し、発電量は工場
需要のみにレギュレーションする。

• クリーンセンター建屋は半地下構造としシェルター機能を持たせる
と良い。

• シェルターには第二議場等を設け、市政/行政幹部が安全に指
揮出来る非常時司令部機能、備蓄機能を設けると良い。

• 工場・振興施設共、非常時は支援部隊を受け入れる十分なエリ
ア・施設（ボランティア宿泊）にすると良い。平常時は遊ばせない
工夫をする。

• 最も得意な入浴支援基地とするのが良い。



施設計画に反映させる住民要望
（順次協議予定）

•工場外観デザイン

•煙突デザイン

•排熱の分配利用割合

•防災拠点機能（今回意見書）

•取付道路

•他



どんなデザイン
コンセプトに
しましょうか？
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